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Trans-portation

二つのものの間 運ぶ・つなぐ

誰でも利用できる

Public



公共交通は

場所と場所を

人と場所を

人と人を

つなぐことによって

豊かな暮らしを実現する



豊かな暮らしを実現するには・・・

•まちをかえる

•私とまちのかかわりをかえる

•私たちとまちの関わりをかえる



公共交通を巡るこれまでの流れ
（1/3）

• 2007(H19）「地域公共交通の活性化及び再生に関す
る法律」制定
• 市町村は、公共交通事業者等その他の関係者と協力し、相互
に密接な連携を図りつつ主体的に地域公共交通の活性化及
び再生に取り組むよう努めなければならない。

• 市町村は、関係する公共交通事業者、道路管理者、公安委
員会、利用者等で構成する協議会での協議を経て、「地域公
共交通総合連携計画」を作成する。

• コミュニティバスなど単体の計画、地域戦略との連携不足

• 2013(H25）「交通政策基本法」制定

まちをかえる



公共交通を巡るこれまでの流れ
（2/3）

• 2014(H26） 「地域公共交通の活性化及び再生
に関する法律」の改正
• 地方公共団体が中心となり、まちづくりと連携し、面的な
公共交通ネットワークを再構築

• 地域公共交通網形成計画

• 地域公共交通再編実施計画

まちをかえる



公共交通を巡るこれまでの流れ
（3/3）

• 2020（R2） 「地域公共交通の活性化及び再生に
関する法律」の改正
• 地域公共交通計画（マスタープラン）（改正前：地域
公共交通網形成計画）

• 地域公共交通利便増進事業（改正前：地域公共交通
再編事業）

• 地域の多様な輸送資源（自家用有償旅客運送、福祉
輸送、スクールバス等）を位置付け、地域の移動ニーズに
きめ細やかに対応。

まちをかえる



https://kouseikyoku.mhlw.go.jp/chugokushikoku/000386825.pdf

まちをかえる

chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https:/kouseikyoku.mhlw.go.jp/chugokushikoku/000386825.pdf


転入者を対象にしたMMの例

•対象・・・吹田市住民、転入者（523名）

•住民アンケートを実施

•転入者には転入届窓口にてアンケートを配布

•公共交通に関する情報を提供
• 情報提供法群（情報提供法のみ）

• 制御群（なにも情報提供をしない）

私とまちの関わりをかえる／私たちとまちの関わりを変える



情報提供法

•提供した情報

１．最寄りの鉄道駅の時刻表

２．バス停の時刻表
家からの最寄りのバス停

最寄りの鉄道駅近くのバス停

よく行く買い物施設近くのバス停

３．吹田市内でのバスの乗り方の手引き

４．バスの路線図

５．公共交通に関する情報を盛り込んだ地図

私とまちの関わりをかえる／私たちとまちの関わりを変える



いこぅいこぅマップ
（憩う行こうマップ）

• バス停位置

•鉄道駅

•生活施設
（スーパー、銀行、病院・・）

•文化施設
（図書館、博物館・・）

私とまちの関わりをかえる／私たちとまちの関わりを変える



バス利用頻度の変化
■転入者■
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私とまちの関わりをかえる／私たちとまちの関わりを変える



事例から得られる知見

•必要な人に、必要なときに、必要な手段で、必要な

場所で、必要なもの（情報）を提供するモビリティ・マ

ネジメントは有効かつ継続的である。

私とまちの関わりをかえる／私たちとまちの関わりを変える



モビリティ・マネジメント
藤井（2025）

人の移動にまつわる
人と環境の相互現象

【交通、交通システム】

「意志」に基づく
集団的改善・維持

【政治/行政/経営/運営/
協働】

モビリティ マネジメント＋

MMは単なる交通施策ではなく、その人の「生き方」も含まれる



地球温暖化、感染症・・・

上司部下との関係、地域住民との関係・・・

親子関係、夫婦関係・・・

地域の活性化、公共交通の存続・・・

地球人 日本国民
○○県民
○○市民

○○
市役所

家族

・・・ ・・・ ・・・ ・・

正解がない→

私

深く、大きく考えて、
行動する！



正解が通用する時代
から

正解がない時代

答えを出す
間違えずに進む

個々が自分の役割で結果を出す

問いを設定する
試行錯誤し、失敗から学ぶ

持ち寄り、相互作用から生み出す



人生での学びと実践（松村の感覚）

18歳 22歳 （40歳）6歳

深く考える

行動する

大きく考える

12歳



私ができること 私がしたいこと

社会で求められていること

深く考える

大きく考える

行動する



私ができること 私がしたいこと

社会で求められていること

社会を知る
現場に行く、

地域の人の話を聞く・・

スキルアップする
前向きに仕事をする、
自分で学習する・・

やってみる
気持ちに蓋をしない、
一つ一つ丁寧にする・・



https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001633214.pdf

chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https:/www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001633214.pdf
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私ができること 私がしたいこと

社会で求められていること

社会を知る
現場に行く、

地域の人の話を聞く・・

スキルアップする
前向きに仕事をする、
自分で学習する・・

やってみる
気持ちに蓋をしない、
一つ一つ丁寧にする・・



西予市野村町での
復興まちづくり支援



私ができること 私がしたいこと

社会で求められていること

社会を知る
現場に行く、
本を読む・・

スキルアップする
前向きに授業を受ける、
自分で学習する・・

やってみる
気持ちに蓋をしない、
一つ一つ丁寧にする・・



おわりに

• 分かりやすいテキスト（情報）はインターネットで入手でき
る。→スキルアップして「私ができること」を増やせる

• 地域住民、交通事業者、他の市町担当者とのコミュニケー
ション機会がある。→「社会を知る」ことができる

• 「やってみようと思う気持ち」を蓋していませんか？

•好事例（必ず手本にすべき人がいる）を参考
にしながら、現場で考える、粘り強く頑張る

•かかわりをチカラに、つながりをカタチに

Learning by doing（為すことによって学ぶ）
ジョン・デューイ
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